
264 INTERNET magazine 2000/7 POS（ポス／Packet over SONET）：ATMを使わずに直接IPパケットをSONET（ANSI米国規格協会が標準化した光同期網で基本の同期転送モジュールは51.84MbpsのOC-
1）フォーマットに変換する方式のこと。IP over SONETとも呼ぶ。

NETWORLD+INTEROP、通称N+Iは、

各メーカーが開発したネットワーク機器が新

しいネットワークプロトコルの環境下でいか

に動き、相互接続性を保てるかを実証するこ

とを目的に開催される。毎年、新たなネット

ワーク環境を提供して時代の最先端の技術を

出展社および来場者に披露している。

具体的には、展示場のバックボーンとして、

会場内に設置されるNOC（Ne two r k

Operation Center）を要に、ここから各フ

ロアのPOD（Pedestal Operation Domain）

へPOS（Packet over SONET）OC-192/

OC-48とギガビットイーサネットが敷設され

る。そして今回、PODから各展示ブースまで

光ファイバーの敷設が実現したことで、ファ

ーストイーサネット（100BASE-FX）のほか、

初めてギガビットイーサネット（1000BASE-

SX）とADSL（10 BASE-T）が提供される。こ

の会場内のネットワークを「ShowNet」とい

い、左の表のように、毎年多様なネットワーク

が構築される。

最先端技術のデモンストレーションの場「N+I」

今年で7回目を迎えるNETWORLD+INTEROP Tokyoが、来る6月5日から（展示会は

6月7日から）千葉の幕張メッセで開催される。今年のキーワード「高速ネットワーク体験」。

ここにその全容を紹介するので、ブロードバンド時代を一足先に体験してほしい。 編集部

ネットワークが
体験できる

［外部ネットワーク図］（4月17日現在）

N+Iの目玉「ShowNet」はすべての出展社ブースを相互に接続し、展示会期中の3日間、各技術機関やキャリア、メーカーらの技術者からなるNOCメンバーによって運営される。
さらに、外部のインターネットへの接続も毎年高速化し、今年はNSPIXPへOC-48（2.4Gbps）を2本接続する。このネットワークがマルチベンダーすなわち異機種間でサポート
される点に注目したい。
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・すべてのブースをファイバーで接続

・ADSL網を配備

・高速ネットワーク体験コーナー（ShowNetターミナルクラスター）

・ShowNet Live TV（会場内放送）
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エクスターナル 会場内 各出展社
（会場から バックボーン ブースへ
IXまでの接続）

1996年 6Mbps×3本 ATM 10BASE-T
OC3（155Mbps）
FDDI（100Mbps）
100BASE-TX

1997年 FDDI ATM 10BASE-T
（100Mbps） OC3（155Mbps）

100BASE-FX

1998年 POS（155Mbps） Gigabit Ethernet 10BASE-T
+ T3（45Mbps）（1000BASE-SX） 100BASE

100BASE-FX -TX

1999年 OC-12 D-WDM技術 10BASE-T
（622Mbps） Gigabit Ethernet 100BASE

POS OC-12/ -TX
OC-48
ATM（OC-3～
OC-12）

2000年 OC-48 1000Mbps Gigabit 
（2.4Gbps）×2本（Gigabit Ethernet） Ethernet
ATMメガリンク ～POS OC-48 （1000
（135Mbps） （2.4Gbps） BASE-SX）
×3本 ～OC-192 Fast 

（9.6Gbps） Ethernet
（100
BASE-FX）
ADSL（10

（4月17日現在） BASE-T）

［ShowNet過去5年の技術変遷］

6/7～6/9の3日間は幕張メッセへ

illust : Harada kaori
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INTERNET magazine 2000/7 265OC（オー・シー／Optical Carrier）：光ファイバーの伝送方法を定めた物理層プロトコルの規格。OC-1、OC-2など、いろいろなレベルがあり、数字が大きくなるほど、伝送速度
は速くなる。

初の試み
ShowNetターミナルクラスター

従来のN＋Iは参加企業に最先端ネットワ

ークを提供することで、相互運用性を試す場

としての意味合いがあった。来場者は、その

ネットワークの概念を知り、各社が行うデモ

ンストレーションを見て勉強するというよう

に、仕事に役立てる場として利用されていた。

どちらかというと、受け身で知識を得るイベ

ントだった。だが、今年は初の試みとして、

「ShowNetターミナルクラスター」が設置さ

れる。

CATV網やIP接続など、安くて高速、さ

らに常時接続もできる魅力あるサービスが、

個人でも手が届くようになってきた。しかし、

料金以外の物理的なメリットを知る機会はな

かなかないのが現状だ。「速いというけど、ど

んなに速い？」ということを、まさに自分で

体験できる空間が展示会場内に出現する。

ギガビットの速さを体感できるShowNet

ターミナルクラスターは、間仕切りされた空

間として提供され、その個室で自由に回線を

利用できる。ノートパソコンを持参してイン

ターネットに接続し、ウェブサイトから音楽

ファイルや画像ファイルをはじめ、いろいろ

なデータをダウンロードしてもいい。これらの

作業がどのくらいの時間でできるのか実感し

てほしい。

広帯域ネットワークを利用した
ShowNet Live TV

今年のShowNe t のバックボーンは、

9.6Gbpsを実現するOC-192技術が採用さ

れる。この値は、テレビ放送クオリティーの

10Mbpsクラスのコンテンツを同時に900台

のPCへ送信できることを意味する。これを

最大限利用して、来場者へアピールする

「ShowNet Live TV」が期間中放送される。

会場内に複数のモニターが設置され、テレ

ビ放送に近い高品質のストリーミング放送が

提供される。番組の内容は、出展社ブースを

取材して、そこで行われているデモンストレ

ーションの様子をピックアップするほか、最

先端技術に関する特別放送も予定している。

通常のテレビ放送のように思えるモニター映

像を、まずは足を止めてじっくり観察してほ

しい。N+Iだから実現する高速ネットワーク

を体感できるに違いない。

注目したい展示企画

このほか、N ＋ I の見どころとして

「Secu r i t y シアター」、「TechSpo t s

@Interop～i-Mobile Solution～」、「ASP

ゾーン」の展示企画ゾーンが挙げられる。そ

れぞれ、複数のネットワークベンダーがテー

マに沿った最新技術とソリューションを紹介

するので、ここを押さえるとインターネットの

現状と方向性が見て取れるだろう。

［会期要綱］
■期間
チュートリアル ：6/5（月）～ 6/7（水）
ワークショップ：6/5（月）～ 6/9（金）
コンファレンス：6/7（水）～ 6/9（金）
展示会 ：6/7（水）～ 6/9（金）

S 6/7 10:30～18:00
S 6/8 10:00～18:00
S 6/9 10:00～16:30

■会場
幕張メッセ（日本コンベンションセンター）

■展示会入場料
3,000円※コンファレンスなどは別料金

www.sbforums.co.jp/ni2000/

幕張メッセの展示ホールに張り巡らされるShowNet。バックボーンだけでなく、今年は各展示ブースまで光ファイバーが敷設される。さらに、必要な箇所にはADSLが提供され、
その実力を体感できる。これらネットワークを構築する機器として、ShowNetスポンサーシップに参加する多数のメーカーのルーターやスイッチが混在するのが、N＋Iならではだ。

［ShowNetネットワーク図］（4月17日現在）
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